
みやぎ環境教育支援プログラム活用講座事業 実施要領 
 
１ 趣旨 

地域の資源を生かした環境教育体験活動を通じ、環境問題に対し、自ら考え、理解

し、解決する能力を身につけた人材を育成するため、県内の小学校において、主に学

校外で開催する環境教育支援プログラムを実施するもの。 
 
２ 実施対象 

  県内の小学校とする。 
 
３ 実施回数 

原則として年間２校程度で、１回ずつ実施するものとする。 
 
４ 講座内容 

主に NPO等の団体が実施している環境教育に資する体験プログラムをまとめた「み

やぎ環境教育支援プログラム集」に掲載されているプログラム（以下「プログラム」

という。）とする。 
 

５ 会場 

  各プログラムに掲載している場所で行う。 
 
６ 申込方法 

実施希望校は、利用申込書（様式第１号）により、別途定める期日までに環境政策

課に申し込むものとする。 
 

７ 実施決定 

県は実施申込があった場合は、プログラムの実施団体に確認した上、実施の可否を

決定し、実施希望校に文書で通知するものとする。 
 

８ 実施結果報告 

  プログラムを実施した小学校は、プログラム終了後１４日以内に、実施結果報告書

（様式第２号）を環境政策課に提出するものとする。 

  



 

９ プログラム実施経費 

本プログラムを実施するための経費は以下のとおりとする。 

経費区分 内容 

謝金 1 プログラム実施時 

・プログラムの主たる実施者 8 千円／時間 

・プログラムの補助者 900 円／時間 

2 プログラム準備時 

・プログラムの主たる実施者 ４千円／時間 

・プログラムの補助者 なし 

旅費 プログラムの実施者等の交通費 

（職員等の旅費支給規則(宮城県規則第 75 号)を

準用した額） 

使用料 児童・教員等がプログラムに参加するための交

通手段の借上げ等に要する費用 

例）貸切バス使用料（高速道路使用料を含む） 

各種保険料 事業を実施するために必要な各種保険料 

例）レクリエーション保険等 

 
附 則 

１ この要領は、令和６年３月１日から施行し、令和６年度予算に係る当該事業に適用

する。 

２ この要領は、次年度以降の各年度において、当該事業に係る予算が成立した場合に、

当該事業に適用するものとする。 
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様式第１号（第 7 関係） 

 

  年度 みやぎ環境教育支援プログラム活用講座 利用申込書 

 

  年  月  日   

以下のとおり、利用を申し込みます。 

 

学校名 

住 所 

校長名                   

 

担当者 職・氏名 

ＴＥＬ          ＦＡＸ 

Ｅ－mail 

 

１ プログラム利用計画等 

利用するプログラム名称  

実 施 希 望 日 

第１希望   年  月  日( )   時  分～  時  分 

 

第２希望   年  月  日( )   時  分～  時  分 

実 施 予 定 場 所  

プログラムを利用する 

目 的 ・ 要 望 等 

 

１ プログラムを利用する目的 

 

 

 

 

２ その他補足すべき事項 

 

 

 

 

受 講 予 定 人 数      学年     人  
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様式第２号（第９関係） 

 

  年度みやぎ環境教育支援プログラム活用講座 実績報告書 

 

  年  月  日   

 

学 校 名 

住   所 

担当者氏名 

 

下記のとおり実施しましたので報告します。 

 

記 

１ プログラム実施の実績 

利 用 し た プ ロ グ ラ ム 名 称  

実 施 年 月 日 
  年   月   日（    ） 

午前・午後  時  分 ～ 午前・午後  時  分 

実 施 場 所 
 

 

参 加 人 数      学年      名 

※講座終了後，１４日以内に報告願います。 

※講座の写真等がありましたら，参考までに添付願います。 

 

〈担当者アンケート〉 

 
Ｑ１ 今回の環境教育プログラムは、あなたの満足のいくものでしたか。 
あてはまるもの一つに○をつけてください。 

１．大変満足した（具体的に：                            ） 

２. やや満足した（具体的に：                            ） 

３．やや不満だった（具体的に：                           ） 

４．大変不満だった（具体的に：                           ） 

 

Ｑ２ あなたは、今回の環境教育プログラムを何の時間で利用しましたか。 
あてはまるもの一つに○をつけてください。 

１．「総合的な学習の時間」の授業 ９．その他の授業 

２.「理科」の授業        （具体的に：                    ） 

３.「社会」の授業        10．生徒会、委員会活動、クラブ活動 

４．「国語」の授業         11. 各種イベント 

５．「生活科」の授業       （具体的に：                    ） 

６．「家庭科」の授業 

７．「保健」の授業 

８.「道徳」の授業 

＊ ２～７に○をつけた場合、環境教育プログラムと関連付けた教科書の小単元名を下記に記入 

してください。 

  小単元名【                                   】 



 

 

 

Ｑ３ あなたが環境教育を実施するにあたり、特に障害となっていることは何ですか。あては
まるもの一つに○をつけてください。 

１．予算がない（具体的に：                              ） 

２. 周囲の理解がない 

３．環境教育を学ぶ機会がない 

４. 地域に活用できる資源がない 

５．環境教育をコーディネートしてくれる人がいない 

６. その他（具体的に：                                ） 

 

Ｑ４ あなたが環境教育に一番期待することは何ですか。あてはまるもの一つに○をつけてく
ださい。 

１．参加者に、環境に関する知識・技能を学ばせること 

２．参加者に、環境を守ろうという意識を持たせること 

３．参加者が、環境教育を介して、効果的に授業の内容を学習すること  

４. 参加者が、環境教育を介して、主体的に考え行動する態度を養うこと 

５. その他（具体的に：                                ） 

 

Ｑ５ 今回のような環境教育プログラムを、また利用してみたいですか。 
あてはまるものどちらかに○をつけてください。 

１．受けてみたい 

２．受けたくない 

 

Ｑ６ 県内の環境教育の更なる充実のため、率直なご意見を必要としています。今回の環境教
育プログラムに関することのほか、何でも構いませんので、自由に記入願います。 

 

                       

                        

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       


